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は
じ
め
に

冒
険
家
の
植う

え
む
ら
な
お
み

村
直
己
さ
ん
が
「
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
会
で

「
一
番
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
精
一
杯
や
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
こ
と
の
価
値

な
ん
て
こ
と
は
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は
人
が
判
断
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
、
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、「
勝
海
舟
と
江
戸
開
城
」
を
書
く
に
あ
た
り
、
世
に
優
れ
た
著
書
が
多
く
出
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
今
更
、
何な

ぜ故
、
未
熟
な
自
分
が
!?　

と
自
問
自
答
し
た
と
こ
ろ
、
結
局
、
自

分
が
た
だ
や
っ
て
み
た
い
、
好
き
だ
か
ら
書
い
て
み
た
い
と
い
う
理
由
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
友
が
天
に
召め

さ
れ
、
ま
た
、
町
内
会
の
先
輩
と
偶
然
語
り
合
っ
た
際
に
、
長
い
こ
と

仕
事
の
す
べ
き
こ
と
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
り
、
意
識
の
奥
に
沈
ん
で
い
た
〝
勝
海
舟
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
〟
と
い
う
願
望
が
ま
た
湧わ

き
起
こ
り
、こ
こ
に
筆
を
執と

る
に
至
り
ま
し
た
。
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一
、
勝
海
舟
の
生
い
立
ち
と
青
年
期

勝
海
舟
、
通
称
麟
太
郎
、
名
は
義
邦
、
海
舟
と
号
す
る
。
安
房
守
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
安
房

と
称
し
、
後
、
安
芳
と
改
め
る
。

勝
海
舟
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）、
江
戸
の
本
所
亀
沢
町
、
下
総
守
・
男
谷
精
一
郎
信

友
の
屋
敷
内
で
誕
生
し
た
。
男
谷
は
、
直
心
影
流
を
修
め
た
剣
術
家
で
、
海
舟
の
父
方
の
従
兄

弟
に
あ
た
り
、
講
武
所
の
設
置
を
建
議
し
、
実
現
さ
せ
た
人
で
あ
る
。

海
舟
の
父
、
左
衛
門
太
郎
小
吉
は
、
惟
寅
と
称
し
夢
酔
と
号
し
た
。
父
小
吉
は
、
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）、
江
戸
の
旗
本
男
谷
平
蔵
の
三
男
と
し
て
深
川
で
生
ま
れ
、
六
歳
の
頃
、
幕
臣
勝

甚
三
郎
元
良
の
養
子
と
な
り
、
十
七
歳
で
勝
家
の
娘
の
ぶ
と
結
婚
し
、
勝
麟
太
郎
が
生
ま
れ
る
。

勝
家
は
、
旗
本
・
小
普
請
組
の
四
十
俵
で
無
役
の
た
め
、
小
吉
は
、
露
店
商
を
し
生
活
を
支
え

た
。
因
に
、
天
保
の
改
革
の
折
に
は
、
不
良
旗
本
と
し
て
隠
居
謹
慎
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
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海
舟
は
、
直
心
影
流
の
剣
を
修
業
し
た
父
の
教
育
方
針
の
も
と
、
幼
い
頃
よ
り
剣
術
を
習
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
六
歳
の
頃
、
十
二
代
将
軍
家
慶
の
五
男
初
之
丞
の
側
近
に
召
し
出
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
八
歳
の
頃
、
奥
向
き
を
下
り
、
多
羅
尾
七
郎
三
郎
に
つ
い
て
読
書
を
習
っ
た
が
、

そ
の
通
学
途
中
、
犬
に
睾
丸
を
か
ま
れ
全
治
七
十
日
の
重
傷
を
負
う
。
剣
術
の
方
は
、
十
三
歳

頃
よ
り
、
従
兄
弟
の
男
谷
精
一
郎
に
付
い
て
修
業
す
る
。
そ
の
後
、
男
谷
が
免
許
皆
伝
を
許
し

た
豊
前
中
津
藩
士
・
島
田
虎
之
助
が
開
い
た
、
浅
草
新
堀
の
道
場
に
内
弟
子
と
し
て
住
み
込
み
、

剣
術
修
業
を
す
る
。

ま
た
、
話
が
前
後
す
る
が
、
海
舟
十
四
歳
の
頃
、
徳
川
初
之
丞
が
一
橋
家
を
継
ぎ
、
海
舟
を

登
用
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
翌
年
天
保
九
年
、
初
之
丞
は
死
去
し
、
話
は
な
く
な
る
。
そ

の
年
、
家
督
を
相
続
す
る
。

海
舟
は
、
島
田
虎
之
助
の
弟
子
に
な
る
前
に
柔
術
も
習
っ
た
が
、
十
代
か
ら
二
十
歳
前
後
ま

で
は
、
文
武
の
武
の
方
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
二
十
歳
の
時
、
島
田
虎
之
助
よ
り
免
許
皆
伝
を

受
け
る
。島
田
の
代
稽
古
と
し
て
諸
藩
の
江
戸
屋
敷
で
指
導
を
す
る
。天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）

の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
時
期
、
世
界
情
勢
は
、
阿
片
戦
争
が
起
り
、
一
八
四
〇
年
よ
り
二
年
に
渡
り
行
わ
れ
た

が
、
清
国
が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
北
し
、
南
京
条
約
で
、
上
海
な
ど
五
港
を
開
き
、
香
港
を
イ
ギ
リ

ス
に
割
譲
す
る
。

海
舟
は
二
十
二
歳
に
な
る
と
、
筑
前
藩
の
蘭
学
者
永
井
青
崖
の
下
で
、
本
格
的
に
蘭
学
を
学

び
始
め
る
。

ま
た
、
こ
の
年
、
神
田
の
砥と

の
め
や

目
屋
（
炭
屋
）
の
娘
で
芸
者
を
し
て
い
た
、
二
歳
年
上
の
民た

み

と

結
婚
し
て
お
り
、
武
士
と
町
人
の
結
婚
で
は
公
然
と
届
け
が
で
き
な
い
た
め
、
民
を
旗
本
・
岡

野
孫
一
郎
の
養
女
に
し
、
改
め
て
勝
家
の
嫁
に
し
た
。
翌
年
、
赤
坂
田
町
へ
転
居
し
、
長
女
夢

子
生
ま
れ
る
。

蘭
学
は
辞
書
が
必
要
だ
が
、
経
済
的
余
裕
が
な
く
一
年
か
け
て
二
部
筆
写
す
る
。

弘
化
四

丁
て
い
び

未
秋
、
業
に
つ
き
、
翌
仲
秋
二
日
終
業
。
予
こ
の
時
貧
骨
に
到
り
、

夏
夜
幮か

や

無
く
冬
の
夜

衾
ふ
す
ま

無
し
、
唯
、
日
夜
机
に
よ
っ
て
眠
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、

大
母
病
床
に
あ
り
、
諸
妹
幼
弱
、
事
を
解
せ
ず
。
自
ら
椽
を
破
り
柱
を
割
っ
て
炊
く
。


